
エレメンタリー 名前 月 日

小学6年 国語

詩を 読んで 想像を 広げる
言葉から 様子や 気持ちを 思いうかべる

自分で 考えて 書きましょう。わからない ときは、QRコードで 動画の 場面を 見よう。

1 詩の「ぼくより さきに 家に ついた」から 想像できる ことで、詩の

言葉に 合って いるのは、「ぼくは 走って 帰った」「かげが 長く の

びて いる」「家が とても 遠い」の どれですか。

動画で 見る
場面 4

「かげ」

2 「ふりむくと」「ゆっくり しずんでいく」から、どんな ことを 想像でき

ますか。

動画で 見る
場面 5

「気持ち」
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小学6年 国語 答え

詩を 読んで 想像を 広げる
言葉から 様子や 気持ちを 思いうかべる

1 詩の「ぼくより さきに 家に ついた」から 想像できる ことで、詩の 言葉に 合って いるのは、「ぼく

は 走って 帰った」「かげが 長く のびて いる」「家が とても 遠い」の どれですか。

ヒント 詩の どの 言葉が 手がかりに なるかを 考えよう。

答え 「かげが 長く のびて いる」です。「かげが ながく のびて」が 手がかりに な

り、かげが 先に 家へ 向かう ようすを 想像できます。走ったかどうかや、家ま

での 距離は、この 詩の 言葉だけでは 判断できません。

2 「ふりむくと」「ゆっくり しずんでいく」から、どんな ことを 想像できますか。

ヒント 詩の 第三連を 読み返そう。

答え 詩の 中の「ぼく」が 足を 止めて 空を 見て いる ようすを 想像する ことも

できます。また、一日が 終わる 名残おしさ を 感じる 人も います。感じ方は

人に よって ちがって かまいません。
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